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日本、南氷洋間表面観測のー資料

田

杉

村

浦 毛穴

正

郎

f献水養殖準教室〉

〈中央気象台、海洋課〉

A REPORT ON OCEANOGRA.RHICAL OBSERV ATrONS OF THE 

SURl<'ACE S EA 、，VATERSEXTENDING BET、NEEN，JAPAN 

AND ANTARCl'IU WHALING GH/)UND3. 

Tadl'.shi TAMURA n.nd Jiro SUGIURA 

(Faculty of Fish町ies. Hokkaido University.) 

We departed from 0肌 ka0.:1 Nov. 6， 19釘， n.ccomplishcc1 observations at the l1ntarctic 

whn.ling base， Itnd retul"ned to O~aka on Apr. 7， 1948， the 'who.le time duriug山L:， pe1'iod 
ha.ving been spenもonboard the mothe1' whaling ship， Hashidatemaru 01' the Japi!.n Fi自hery

Company. The results of the oC0anogrR.phical observations on the surfl1ce S8九 W九te1's九1"e

shown in Table 1 ~ 2 and Figu1'e 1 ~ 2. In this pllper we concerned oUl"selve自 withthe Itir 
temperature， suefll.ce water colour， hyd1'ogen ion concentratiop， salinity and the quantity of 
plankton collectecl with Ts'llurl1's Plankton Collector while sailing. 

緒ー 一主主t
1=1 

IJ 本部1;~氷洋捕鯨に進出したのは1~34年度からで、始めは園南丸一般国であったが、そむ後年J聖母

舶数も増し 1938奇から 194.0年度迄は6柚E思に遺した。終験後は1946年度以降2結盟が南氷洋出漁を

許可され今日に及んでいる。此の間多数C船舶が日本南氷洋聞を航行して居るので、、航路上の気象や

海況の観測も一通りは各舶によって賓施された筈である。然し乍ら専門の気象槻測員が捕鯨枯圏:1:使

乗する様にt;;..ったのは1;)46年度以降であるからその後の翻測はE離さが期待される。

本報告は著者等が中央気象台の気象翻測員としてG.H.Q.の許可を得て 1947年1I月から 1948年

4月までの南氷洋出泌期間中に、日本水産株式食枇の捕鯨母胎「橋立丸jI'L便乗した際の日本と南氷

洋間D表面概iJilj結果ie就て述べんとナるものである。

本研究をなすに営り種k斜配慮下さった営時の中央気象台海洋課長日高孝弐博士、並に日本水深株

式曾献捕鯨部長大西廠作氏に感謝ナると共に、願。'iJlljに営。ては橋立丸舵盟事業部長荻野行雌氏、農休

省監恒宮前回敬失隠技官、船長湯岡大J..~其の他乗組員の方A に種々待ji佼宜を興へられたととに撃すし深
く感謝の意を表するも¢でるる。

2 航 路

目下のととろ日本の捕鯨舶到は外閣の港叉は滑岸、島影等に寄港若くは投錨は許されないので従来

の様に r~ìr又はB量刑等℃。の !J，、れ1:、石炭、食糧、その他の物資の耕i拾は出来ないから、一時南氷洋捕

-;12")-



圃圃

鯨場にli司って南下ナる。艮jJち11月G日に犬阪港を間航してからは第1表に示された様に小笠原群島、

サイバン島、 トラック島i'Tをと南下して赤遣を通過し、更にプウグンピル島西方沖合を過ぎ濠洲η東海
岸沖合を南下し、グスマニア島東沖合を過ぎてからは所詞暴風割に入り還に 12月4日に約6.000慢の

航程を 29日を要してパックアイスの漂ふ捕鯨漁場 64月6'8.1/;5月8'E.に{判官した。

次に復航に就て見るにU~2 去に見られる践に Roり海からの観測をも加へたコロス海は日本の捕鯨

舶圏としては今回の橋立丸が第2回目の操業であって、此の海iJ;は白長須鯨の肥満し売群圏が多数滋

J ごたナるととは各濁の捕鯨業者。認、むるととろであるが、 iff.t場部遠いとと、パックアイス白ために航路

が閉塞される危険性のあるととや、叉依置の聞係よ解氷期聞の短いとと等から、本海匝での操業は比

較的干希であったのである。即ち2月25日 (1948)ロス・海漁場左前穫し、パレ耳{群島附近で、約1週間

操業した後8月8円にm氷洋漁場を後にした。航路は大間往航時と同様で‘4)17日早朝大阪港に蹄着
したa

3 観測方法

往航では漁場到着ま・で笥:日 O.6. 12. 18.時の4間気象並に表面削測をした。との中G時と 18時に

は田村式航走用プランクトン採集器 (Hl48)によって30分・乃至 1時間曳航してプランクトン採集をも

行った。検場到着後は1日8同の親測を宮施し、 ζC外部地尉て4COmまでの梅洋調査をも質施したが

，とれは本文では抄略ナる J 復航では毎日 7問の観iWJを行ったが表にはf:i:Fl2岡の槻測値を掲げた。 01

定量は勿論クヌウドゼンの常法に主り pHD測定は T.8.及 O.D.のく海水用〕比色法によった。.. 
集盤、漁度、波浪、風、雲、親程主宰の槻測も行ったが表示しなかった。漁場t二於ける離iJ¥1J結果に就て

は中央気象台猷支報告1競(1949)に概要を述べてある。

4 結 呆

.航行中の表面.翫測情果の一部を表].......2及闘1.......2に示した。

気温:

姑の上甲板に百葉箱を設備しとの中で気温及漁度を離測し!t"往航lま北学球では秋季であったから

大阪港では涼しい位であったがお。N位から熱帯性を帯び 2600_2♂C となり、赤道附近ではスコー

J1-等のため日々の費動をと見とれが1.5"8位まで績い?とJ 南学1tのEド緯度以南σは初夏の候に相営したが
高緯安に至るに従って無理は下降しとれは 3:2"8建から著しくなり 59・Sでは遼にぴCに下降した。然
し漁場 (65

0

8.附近〉で・は夏季に相営しているので気温は著しい低温は示さなかった。復航は南極洋

のロス海を 2 Iヲ 2ろ日に /:!i殻し途中で操業の後建に 3 月 8 日に漁場を出殻したので、南~!球では欧 t1:相

営し往航時に比較して僅かに高温で 30'S.近〈からは熱帯性となり乙れが 22'N近くまで事費いた。叉

往復航とも低緯度で集湿の日轡化は大きかった。気I援の最高は往航時に 29氾つが1.03U'N i!:児られ

たが、熱帯でもスコー}!"等のため 24:50(4'・.21'N)の親測されたとともあった。
雨航海中の最低は -0.6'C(12月41'1 64'OGSつで漁場に於ける最低は-G.20C (RoS3海)(田村、

杉浦 1949)が親測された。

表面水温:

表面7k湿の分.frjは集湿の影響が大きく殆んeZJ'-行閥係にあるが日領化は気温棋著しくないJ 討:航時
I'L 28'C以上となったのは泊。N.から 14

0

8の聞であったが復航時には 11'8.から 8'N.の聞であ

った。朱温の場合と同隊に熱帯i毎阪では往航時には北牛球が南半球より4高温の範閣が威かったが彼航

←(13)ー



Table J. From Osaka to Antarctic 8ea (1947) 

Long Lat. l幼 |water
1H 
Colo:l' I 

Eヨ l voltf l temp. of 8e.I I Pia~;k~~n. IRem"1' S lem;>・ C・ %. 
C.C. 

061lHZ Ba35y・'5 - C. 170 833 6 31.44 1.30 
34' 10' N I 135.59' E 16.1 204 3319 0.20 
32.32 11 136.02 " 202 、 232 3301 0.05 
3051 1/ 137.07 グ 208 21.2 8.33 33.13 002 

2858 1/ 138.44 1/ 224 245 8.35 3483 0.02 
27・22 グ 139.19 11 24.1 240 3483 0.05 
2534 If 14030 グ 24.7 25.0 835 34.87 005 
24.06 1/ 141.23 グ 26.0 265 837 34.94 020 

24.48 f/ 14202 グ 268 27.7 8.37 34..87 0.10 
21・06 11 14300 11 282 280 8.37 34.79 0.10 
1911 JI 143.53 /1 27.6 286 837 34.76 0.20 
17.18 " 14457 グ 282 28.9 34.92 005 

15.25 グ 145.54 " 280 288 8.39 3485 0.10 
1337 '1 147.10 " 28.6 289 3496 020 
11.52 グ 14810 " 282 28.9 8.38 3485 007 
10 15 グ 14941 11 282 28.9 3465 012 

837 グ 151 04 '1 284 288 8.40 34.48 0.30 

6330 1 H 151.32 グ 28.9 29.5 8.40 33.96 015 
431 If 152.17 グ 25.9 295 840 34.12 007 
233 11 152.46 グ 272 293 837 34.09 025 

033 " 15328 グ 263 289 837 3427 0.15 
130 S 15406 " 27.8 290 3456 010 
3.07 '/ 154 18 11 28.5 28.9 837 35，26 0.20 

441 グ|按γ 28.2 29.1 2 35.17 0.22 

610 11 I 1.53'43 " 27，4 288 35.08 一6目22 /1 15422 グ 27.9 29.3 3503 0.20 
8.34 /1 153.57 " 27.4 27.7 8.37 34.56 0.10 
10.40 グ 15422 グ 27.2 28.5 2 3474 0.15 

12.46 グ 154.44 グ 26.7 276 8.37 2 34.98 0.12 
14.46 グ 15504 1/ 260 27.6 35.01 0.08 

155.27 グ 25.2 262 837 2 35.16 0.12 
18.57 グ 15522 1/ i 24.6 258 2 35.14 0.12 

20.55 ， 155.00 /1 242 248 '8.35 2 35.16 0.12 
2253 グ 154.32 11 242 26.1 35.16 0.12 
25.07 グ 15417 11 232 23.9 8.ヲラ 2 35.41 0.10 
2721 11 154.22 グ 23.9 24.6 35.16 0.10 

29:34 グ 154.22 ， 19.7 21.0 8.35 2 35.30 0.u7 
31.43グ 153.44 グ 24.2 21.3 3 3528 0.20 
33.40 グ 152.20 グ 172 19.7 8.35 3 3559 0.30 
3445 11 152.20 '1 17.2 19.7 3 35.59 

34.45 グ 15220 11 16.4 18.8 3559 
3426 グ 151.41 1/ 16.2 18.9 3 3550 0.15 
35.35 11 151.49 グ 14.0 185 8.33 3 3555 007 
3750 グ 152.00 " 12.6 15.6 35.41 6.∞ 
39.35 グ 15200 グ 12・5 13.9 8.30 4 3507 o 10 
41.30 1/ 15214 グ 11.6 145 4 35.28 1.50 
43.30 グ 15228 グ 10.2 12.0 8.25 4 35.08 0.12 

45.25 " 152.20 グ 10.4 11.2 4 35.03 022 

47.20 グ 15235 グ 7.9 9.8 820 4 34.63 0.12 
4935 11 152.40 " 7.8 94 34.47 
51.37 11 15308 グ 5.6 68 8.15 3 34.04 0.15 
53.50 グ 15328 グ 5.4 6.4 3 33.95 0.10 

56.05 " 15350 グ 3.5 2.7 8.05 3 3371 0.07 
58.21 11 15408 " 3.4 2，1 2-3 3368 0.02 
6032 グ 154.20 /1 0.0 01 8.00 3 33.94 050 
62.12 グ 154.38 グ 0.2 0.0 3 3386 010 

6406 グ 154.48 グ -06 -09 8.00 3 33.86 0.20 

6405 " 155.06 " -05 -' 1.6 
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時には ζれと反到の現象を是し?と。赤道附近で、は爾航海共に水温は気温より僚かに高く 2&OCが数日

報測された。

水温分{!iで注目される乙とは海肢によって急激主主水j星稜イヒがある臨で、例へば 31.，N.，34
0

8.， 5品。S

附近では急:激な下降が現れ又、 330.N，3608.， 55
0
S (往航〉等では著しい撃を化が観察された・之は気温

C影響とは認め離〈、異なる水塊が分布してゐる潮自の現象と考えられる。市牛球では大韓亜熱帯伏

倣繰は400S附近叉極前線は WS附近とされるが季節により年による変化はある J 南絞洋に近づくに.

従って水温は1降ナるが緯度により季節によってー等温棋の移動ナるのは営然であるが、本航海で零度

の出現したのは往航 (12月上旬)では 61・8附近で復航伊丹上旬〉では 63:S11付近であった。猶7K

混と闘係の深い氷山の分布に就て一言ナるに往航で始めて氷山を認めたCは12月3I~ 22時 ::0分で
(62051'S.， c15404u'E・)5ケり卓扶氷L1Jであり営時C水温は -O.S.Cであった。叉復航時に最後に氷山

を認めたのは3月9日13時 (6b002'S.， 16i05V E・〉で、大型卓lfK氷山 1ヶ、中型2クで、*温は +1.2
0
C，

であった。

塩分:

毎日 2回12時間毎に探水し臆素分析の結果から¢堕分量を第 1-2表に示したe 第 1及第2闘に克

られる務H，z:臨分目白分・布は往航復航共極めて類似してゐるととが注意を惹く。大阪趨では甚だ塩分・は低

く 31 .44 及 31.869Ôoであったが3(/N~15.N の間は塩分高くたり (35.9Ôo)赤道附近は却で低く、
34説前後であった。海符表面の塩分量は ¥Viist によれば海開〈の年降雨量と年蒸設量との差が密

接友関係のあるととが明にされ、吉村 (1940)は太平洋の塩分分、布を Wiistの数値から作圃したが、

との分布曲線も今回の結測結果とよく一致している。高塩分水は南牛球のヰ緯度に庚〈分布し叉北三l三

球に比べて塩介も遣に大であった。復航中 200N附近で急:に低塩分とたったのは降雨rf!e:::採水が原因
であるコ赤道附近で、塩分の低いのは降雨量と風力¢弱いために蒸設の少いととが原因と考えられ、中

緯度で塩分・の高いのは降雨量の少いごとや低温で蒸殻の少いとと等が傘げられ、南氷洋で塩分の低い

のは永 11や海氷'D融解による稀梓と考えられる。従って南氷洋でも中、下屠の7K塊は低緯度梅原と同

様な塩分を含む海水である。 f商務分。 7.k~分・布が水湿の7.k千的分布。綴に急:激に費化の現れたととも
るるが、降雨等の外は異なる71<塊の分布によるものと推察出来よう。

水素イオン濃度:

T.R或は C.R.の指示薬により潟水用比色言|で pHを測定しそ¢車Iト泉l士院11及 2K示した。，

大阪港出帆後(本土沿岸を離礼てから)35.S近くまでは pH 1:!.35~8.40 であるが、との附近から徐
々に低〈たり由。_600S.では pH8.00となった pHの7J(千的分布は往航と復航で殆んefJ)，t.こ結果

であった。

太平洋の表市水の pHに就て McCIeudon (1932)が 3-4 I~ の険、サジフランシスコからホノ
Jレ、を経て横潰入港までの聞を比色怯で離測したが、アメリカからハワイまでは pH8.30であったが

ホノル、出帆後ミザドクエー島沖泣くく33.N16;')oE)で pH8.00に低下したととを概iJlljした。然しと

の原因に就ての説明を欠いてゐる。斯様に表面7.kの pHの低いf直はKl'epsVerjinsbyn.が北極海D
Bn.rC'nts se司では通常は pH8.20.......8.30 であったが、 12 月になれば pH8.05~8ユ0 に低予したと報告
してゐる。究松平(l\~40) 弘前11戸高等陵高島製紙C練習船控徒丸の第30芸大阪梅で H 卒、北米間c舶海中
紳戸、サンフランシスコ聞は表面水の pH8.20""8.30であったが、北米泊岸に pH8.00の低いfn'{を測
定されたと報じ、叉ハワイ経由市.]1戸までの航路で塩分¢低い海阪 (21.N;1'i3

0
E)で pH8.10を見、そ

@東方・は 8.20その西では 8.30であったと。即ち pH8.COは極海で測定さ?とた外は比較的'J..数例しか

ないが、とれらのi体罰は恐らく下居7KD.h昇隠域・では泣かったかと想象され，る。
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プランクトン量:

著者の 1入国けく1943)の考案した航走用プランクトン係集器によ P航造中に毎日 2回プラ〉クト

ンを採集し、 1時間営りのプランクトン沈鍛量を示せば第1及第2闘の様でわる。往航時に就て見る

に大阪港で、は活岸内濁性でプランクトン量も多いが紅州沖合からは急:激主主減少を示した。保し長い熱

帯C航海中と謂も幾分D費化が現れ、熱帯海底は伺鹿もプランクトンは僅少と云ふととは出来たかっ

たd 叉時に急激た鑓化。起った場合もあてコて訂。S附近ではサルパの採集された〉めであT420S.で

拡‘Calanu自の多量に出現した Lめでるヲtco後者，，([)場合に就ての献況を説明すれば、営日は海上静

隠で夕刻IJIfl板上で海上を眺めて居ったの・εあるが、 18.00時頃左舷を航走中の捕鯨枯から母般に F沖

アミグが一面に浮上して居ると入電があっtc.知らせをきいた。その後数分にして母船D航路上にも赤
褐色白頼模様になって航諸に千行し幾筋もC所謂 Pln.nkton白re:1.m が出現した。之はCopepodaに

よる赤潮が外洋匝に出現し?ととも僻される。母舶は 10 節￠遮力℃泣行中τきあうたがとの扶態が 7~8

分耀輯し?と後は再び見るととは出来なかっtc.。とのとを表面探水用のズックパタツ等~投下して見た

がプランクトン採集は出来た1かった。慮が幸運I'r:も船尾の方に若者は航走用プランクトン採集器を曳

航中で、あったDで、之c赤潮。現物を採集するととが出来光器である、とD プランクトンは酷長約1c.m.

0赤色を帯びたC'l.lanus自己、採集後は管瓶中でもよく長時間に亘って活i盟主主運動を観けた程である。

此白地鮪は第1聞によっても認められる様に、 71<7盟、塩分ーの艶からt潮目を形成す・石海軍で・あるとと

が推定出来る。

i南氷洋に近づくまでは上記。特別な場合を除いては大瞳プランクトン量は少なかったが、パックア

イスD附近では'急:に増加を示した。復航ではロスi毎そロ他でプランクトン量0 多い海直もあったが南
氷洋中でも前報 (1948)ぞ述ペプと様に透明度。大さなプランクトン量。乏しい海匿もあったコ然し大

閣に於て 6生市以南まではプランクト L量は多く之を過ぎると念に減少した。

5 結 論

日本からの南氷洋捕鯨船隊は毎年同じ季節に殆んど|司-0航路を通って南氷洋漁場まで、往復してい

る。 ~to場合を利用して正確な無象並・に掬上白諸要素に就て離測を賞品するならば多年白調毛主結果。

累積に{去り色~tJ:.策象壊的並に海洋製的事項に就て解明出来、叉一方捕鯨漁場に於ける海洋無象上。

諸要因と鯨漁業等とο闘係を隅明ナるに必要な基礎的資料ともなるに遠いたい.
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